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令
和
元
年
度
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

基
本
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
「
国
有
林
野
の
管
理
経

営
に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
国
有
林
野
の
管
理
経
営
を
行
い
、
毎
年
、
そ
の
前
年
度
に
お
け
る

実
施
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
11
年
３
月
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
管
理
経
営
基

本
計
画
の
１
年
目
に
当
た
る
令
和
元
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

公
益
重
視
の

管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
た

管
理
経
営
の
推
進

　
日
本
の
国
土
の
約
２
割
、
森
林
面
積
の
約

３
割
を
占
め
る
国
有
林
野
は
、
そ
の
多
く
が

奥
地
脊せ

き
り
ょ
う梁

山
地
や
水
源
地
域
に
分
布
し
、
人

工
林
や
原
生
的
な
天
然
林
等
の
多
様
な
生
態

系
を
有
し
て
お
り
、
国
土
保
全
や
水
源
涵か

ん
よ
う養

等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
【
図
１
】。

取 組
国有林野事業の

写真1 針広混交林の造成試験地の様子
（植栽後11年経過）

図1 国有林野の分布
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国
有
林
野
事
業
で
は
、
公
益
重
視
の
管
理

経
営
を
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
、
国
有
林

野
を
重
視
す
べ
き
機
能
に
応
じ
て
５
つ
の
タ

イ
プ
に
区
分
し
、
例
え
ば
、
水
源
涵
養
タ
イ

プ
の
森
林
で
は
、
洪
水
の
緩
和
等
を
目
的
と

し
て
、
長
伐
期
施
業
や
針
広
混
交
林
化
等
を

行
う
な
ど
、
適
切
か
つ
効
率
的
に
管
理
経
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
四
国
森
林
管
理
局
で
は
、
人
工
林
の
伐
採

後
に
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
植
栽
に
よ
る
針
広

混
交
林
の
造
成
試
験
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

20
年
度
か
ら
植
栽
等
を
行
っ
た
試
験
地
に
お

い
て
、
針
広
混
交
林
の
成
林
が
期
待
で
き
る

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
【
写
真
１
】。

治
山
事
業
の
実
施

　
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
確
保
す
る

た
め
、
治
山
事
業
に
よ
る
荒
廃
地
の
整
備
や

災
害
復
旧
、
保
安
林
の
整
備
等
を
計
画
的
に

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
山
地
災
害

発
生
時
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
広
域

被
害
調
査
や
、山
地
災
害
対
策
緊
急
展
開
チ
ー

ム
の
派
遣
な
ど
、
民
有
林
へ
の
支
援
も
含
め

た
迅
速
な
災
害
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
令
和
元
年
９
月

の
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
千
葉
県
や
静
岡
県
に
お
い
て
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
か
ら
の
被
害
状
況
の
調
査
や
無
人

航
空
機
に
よ
る
民
有
林
野
に
お
け
る
倒
木
被

害
状
況
の
調
査
を
通
じ
た
支
援
等
を
実
施
し
、

東
北
森
林
管
理
局
で
は
同
10
月
の
令
和
元
年

東
日
本
台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
宮
城
県

に
お
い
て
、
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
職
員

を
派
遣
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
林
道
施

設
の
復
旧
に
向
け
た
測
量
や
資
料
作
成
等
を

通
じ
た
支
援
を
実
施
し
ま
し
た【
写
真
２
】【
写

真
３
】。

路
網
の
整
備

　
森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
、
林
産
物
の

供
給
等
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、
林
道
や
森

林
作
業
道
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
路
網
整

備
を
進
め
つ
つ
、
現
地
で
発
生
す
る
資
材
を

活
用
し
た
コ
ス
ト
縮
減
等
の
取
組
の
民
有
林

へ
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
豪
雨
災
害
が
多
発
す
る
中
で
、
被

災
の
危
険
性
が
高
い
地
区
等
に
所
在
す
る
国

有
林
林
道
に
お
い
て
、
被
災
の
危
険
性
を
低

減
さ
せ
る
た
め
の
改
良
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
橋
等
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
施
設

ご
と
に
点
検
・
診
断
や
補
修
・
更
新
等
に
関

す
る
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進

　
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
・
貯
蔵
機
能
を
確
保

す
る
た
め
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
や
森
林
土

木
工
事
に
お
け
る
木
材
利
用
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
福
島
森
林
管
理
署
で
は
、
治
山
ダ
ム
の
施

工
に
当
た
り
、
木
材
を
井
の
字
の
形
（
井

桁
）
に
組
み
、
中
に
石
材
を
充
填
す
る
構
造

（
校あ

ぜ
く
ら倉

式
）
を
採
用
し
、
木
材
利
用
に
取
り
組

み
ま
し
た
【
写
真
４
】。

生
物
多
様
性
の
保
全

　
国
有
林
野
事
業
で
は
、「
保
護
林
」
や
「
緑

の
回
廊
」
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等

を
通
じ
た
保
護
・
管
理
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
多
様
な
森
林
づ
く
り
の
推
進
、
森
林
の

適
切
な
保
全
・
管
理
、
施
業
現
場
に
お
け
る

生
物
多
様
性
へ
の
配
慮
等
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
貢
献

　
我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
す

る
た
め
、
国
有
林
の
組
織
・
技
術
力
・
資
源

を
活
用
し
、
民
有
林
経
営
へ
の
支
援
等
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
伐
採
か
ら
造
林

ま
で
を
一
体
的
に
行
う
「
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
」
や
生
産
性
向
上
に
効
果
的
な
手
法
の
普

及・定
着
を
図
る「
生
産
性
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

等
を
推
進
し
て
い
ま
す
【
図
２
】【
写
真
５
】。

　
ま
た
、
林
業
事
業
体
の
育
成
に
向
け
た
樹

木
採
取
権
制
度
の
創
設
や
、
森
林
総
合
監
理

写真3

写真4

写真2

宮城県登米市における被災林道の測量

間伐材を使用した治山ダム

無人航空機で撮影した千葉県君津市の倒木被害
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士
（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
に
よ
る
技
術
支
援
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
大
分
西
部
森
林
管
理
署
と
宮
崎
森
林
管
理

署
で
は
、
日
報
を
活
用
し
た
工
程
管
理
に
よ

る
生
産
性
向
上
の
手
法
を
普
及
す
る
一
環
と

し
て
、
地
元
の
林
業
事
業
体
が
参
加
す
る
検

討
会
を
共
催
し
ま
し
た
【
写
真
６
】。

国
民
の
森も

り林
と
し
て
の

管
理
経
営

　
学
校
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を
結
び
、

様
々
な
自
然
体
験
等
を
進
め
る
「
遊ゆ

う
ゆ
う々
の
森
」

の
設
定
・
活
用
な
ど
、
森
林
環
境
教
育
に
係

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
や
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提

供
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
様
々
な
主

体
と
連
携
し
て
、
植
樹
祭
や
育
樹
祭
、
森
林

教
室
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
【
写
真
７
】。

　
ま
た
、
自
ら
森も

り林
づ
く
り
を
行
い
た
い
と

い
う
国
民
の
要
請
も
踏
ま
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
と
森
林
管
理
署
等
が
協
定
を
結
び
、

国
有
林
野
を
森も

り林
づ
く
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
等
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
技
術
指
導
や
助
言
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

国
有
林
野
の
維
持
及
び
保
存

　
登
山
利
用
な
ど
来
訪
者
の
集
中
に
よ
る
植

生
の
荒
廃
等
が
懸
念
さ
れ
る
国
有
林
野
で
の

巡
視
や
マ
ナ
ー
の
啓
発
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯
れ
等
の
森
林
病

虫
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
地
方
公
共
団
体

や
地
域
住
民
と
連
携
し
つ
つ
、
伐
倒
駆
除
等

の
被
害
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た

図2 国有林における生産性向上の取組について

写真5

写真6

写真7

写真8

架線を使用した一貫作業システムによる苗木
の運搬（四国局嶺北森林管理署）

工程管理に関する現地検討会

遊々の森協定に基づく海岸林の清掃活動
（北海道檜山郡江差町の砂坂国有林）

猟友会による現地確認
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め
、
地
域
の
関
係
行
政
機
関
等
と
連
携
し
て
、

効
果
的
な
捕
獲
技
術
の
実
用
化
や
捕
獲
協
力

等
も
含
め
、
総
合
的
な
被
害
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。
南
信
森
林
管
理
署
で
は
、
治
山
工

事
等
の
請
負
事
業
体
と
地
元
猟
友
会
の
協
力

の
下
で
国
有
林
野
内
の
シ
カ
捕
獲
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
【
写
真
８
】。

国
有
林
野
の
林
産
物
の
供
給

　

令
和
元
年
度
の
国
有
林
材
供
給
量
は
約

４
３
２
万
㎥（
丸
太
換
算
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
整
備
の
結
果
得
ら
れ
る
木
材
の
持
続
的・

計
画
的
な
供
給
に
努
め
、
地
域
の
林
業
・
木

材
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
近

年
利
用
さ
れ
て
い
な
い
里
山
の
広
葉
樹
の
活

用
と
再
生
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
、
広
葉
樹
材
の
需
要
把
握
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
【
写
真
９
】。

　
ま
た
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
や
加
工
・
流

通
の
合
理
化
等
に
取
り
組
む
集
成
材
・
合
板

工
場
や
製
材
工
場
等
と
協
定
を
締
結
し
、
国

有
林
材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
「
シ
ス
テ
ム

販
売
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
に
対
し
て
は
、
各
森
林
管
理
局
に

お
け
る
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員
会
で

の
意
見
を
踏
ま
え
、
令
和
２
年
３
月
か
ら
一

部
の
森
林
管
理
局
に
お
い
て
、
国
が
既
に
売

り
払
っ
た
立
木
を
購
入
者
が
搬
出
で
き
る
期

間
の
延
長
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
野
の
活
用

　
優
れ
た
景
観
を
有
し
、
森
林
浴
や
自
然
観

察
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
等
に
適
し
た
国
有
林
野

を
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
に
設
定
し
、

そ
の
う
ち
、
特
に
景
観
等
の
優
れ
た
も
の
を

「
日に
っ
ぽ
ん本
美う

つ
くし
の
森　
お
薦
め
国
有
林
」
と
し
て

93
か
所
選
定
し
て
多
言
語
に
よ
る
情
報
発
信

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
四
国
森
林
管
理

局
で
は
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
を
含
む
登
山

者
の
安
全
性
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

標
識
類
の
多
言
語
化
を
行
っ
て
い
ま
す
【
写

真
10
】。

国
有
林
野
の
事
業
運
営

　
適
切
な
森
林
整
備
を
通
じ
た
収
穫
量
の
確

保
や
コ
ス
ト
縮
減
等
に
よ
る
計
画
的
か
つ
効

率
的
な
事
業
実
行
に
努
め
、
令
和
元
年
度
は

１
９
４
億
円
の
債
務
返
済
を
行
い
、
累
積
返

済
額
は
９
３
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
国
有
林
野
の

管
理
経
営

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
、
地
域
に
密
着
し
た
国
の
出
先
機
関
と
し

て
、
地
域
の
期
待
に
応
え
た
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
被
災
し
た
宮
城
県
の
海
岸
防
災
林
を
復
旧・

再
生
す
る
た
め
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
を
得
て
、
ク
ロ
マ
ツ
や
広
葉
樹
の
植
栽
や

下
刈
等
の
保
育
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
【
写

真
11
】。

　
ま
た
、
福
島
県
で
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ

た
地
域
に
お
い
て
、
間
伐
の
実
施
や
伐
採
跡

地
へ
の
チ
ッ
プ
被
覆
等
の
実
証
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
【
写
真
12
】（
チ
ッ
プ
被
覆
）。

写真11

写真12

写真10

写真9

ボランティアによる海岸防災林の植栽

実証事業箇所のチップ被覆の様子
（福島県双葉郡葛尾村の大笹国有林）

多言語化された看板

令和元年度に開催した現地検討会における広
葉樹の集材作業




